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三角形 ABCの内接円と辺 BC, CA, ABとの接点をそれぞれ D, E, Fとし，直線
BCと直線 EFは点 Pで交わるとする。
(1) BP : CP = BD : DCが成り立つことを示せ。
(2) さらに，直線 CAと直線 FDが点Qで交わり，直線ABと直線DEが点Rで交わ
るとき，3点 P, Q, Rは同一直線上にあることを示せ。

解答
(1) メネラウスの定理より
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円の外部の点から円に引いた接線の長さは等しいから
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1©かつ 2©より
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∴ BP : PC = BD : DC
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(証明おわり)

(注) 2©とチェバの定理より AD,

BE, CFが 1点で交わること
が導かれるのは有名。

(2) (1)より
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も成り立つから， 2©より
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P, Q, Rはそれぞれ辺BC, CA, ABの延長上にあるから，メネラウスの定理(の逆)
より，3点 P, Q, Rは同一直線上にある。 (証明おわり)


